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世
界

一
日
か
ら

「
ち

っ
さ
い
で
し

ょ
う
。
こ

ん
な
ん
で
、
よ
う
世
界
の
海
を

乗
り
例
れ
た
な
あ
…
…
」
。
青

木
洋
さ
ん
衝
母
＝
和
歌
山
市
＝

は

愛

艇

の

ヨ

ッ
ト

「
信
天
翁

にせ
い
正

」
号
の
里
帰
り
に
目
を
細

め
た
。

全
長
六

・
四
肝
、
排
水
量
二

・
五
ト
ン
。
青
木
さ
ん
は

一
九
七

一
年
六
月
か
ら
七
四
年
七
月
に

か
け
、
こ
の
手
製
ヨ
ッ
ト
で
単

独
世
界

一
周
を
し
た
。
航
海
距

離
ほ
六
万
五
千

ロ
キ
。
最
小
の
船

に
よ
る
世
界

一
周
記
録
と
し
て

今
も
ギ
ネ
ス
プ

ッ
ク
に
残
る
。

航
海
後
、
青
木
さ
ん
は

「
信

天
翁
工
」
号
を
日
本
万
国
博
覧

会
記
念
協
会
に
寄
贈
、
大
阪
府

吹
田
市
の
万
博
記
念
公
園
に
展

示
さ
れ
た
。
そ
の
船
が
い
ま
修

理
の
た
め
、
大
阪
府
泉
大
津
市

の
青
木
さ
ん
が
経
営
す
る
ヨ
ッ

ト
販
売

・
修
理
会
社

「
青
木
ヨ

ッ
ト
」
に
戻

っ
て
い
る
。

「
か

な
り
傷
ん
で
ま
す
ね
」
。
青
木

さ
ん
は
、

「
工
」
号
と
の
二
十

数
年
を
懐
か
し
む
よ
う
に
思
い

出
を
語
る
。

勉
強
に
落
ち
こ
ば
れ
た
高
校

三
年
の
夏
。
高
石
市
の
自
宅
近

く
の
浜
で
沖
を
滑
る
ヨ
ッ
ト
を

眺
め
る
う
ち
、
自
分
で
も
無
性

に
乗
り
た
く
堵
わ
た
。
手
作
り

の

「
信
天
翁

Ｉ

」
号
で
大
阪

湾

へ
。
次
第
に
「
自
分
の
力
で
、

遠
く
、
知
ら
な
い
所

へ
」
行
き

た
く
な
り
、

「
工
」
号
を
約

二

年
か
け
て
完
成
。

「
何
か
を
求

め
て
」
世
界

一
周

へ
堺
市
の
石

津
港
を
旅
立

っ
た
の
は
二
十
三

年
前
だ

っ
た
。

無
線
機
も
、
方
向
探
知
機
も

な
い
ち

っ
ぽ
け
な
「
Ⅱ
」
号
は
木

の
葉
も
同
然
だ

っ
た
。
南
米
最

南
端
の
ホ
ー
ン
岬
沖
で
は
、
三

十
数
肝
の
波

に
の
ま
れ
て
転

覆
、
再
度
の
波
で
奇
跡
的
に
起

き
上
が

っ
た
。
帰
港
ま
で
千
百

十

二
日
。
よ
く
ぞ
、
生
き
て
帰

っ

た
と
、
青
木
さ
ん
は
今
、
思
う
。

帰
港
後
、
自
分
を
見
失

っ
た
。

三
年
余
、
独
り
ば

っ
ち
の
孤
独

体
験
か
ら
、
人
間
社
会
に
な
じ

め
な
く
な

っ
て
い
た
。
何
が
本

世
界

一
周
を
終
え
た
青
木
洋
さ
ん
と

「
信
天
翁
Ｅ
」
号
＝
１
９
７
４
年
７
月
２８
日

身
の
開
く
ヨ
ッ
ト
教
窒
で
、
初

心
者
ら
と
瀬
戸
内
海
な
ど

ヘ
セ

ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
る
。
冒
険

と
は
違

っ
た
海
と
の
付
き
合

い
。

「
あ
の
航
海
で
、
ぼ
く
は

真

っ
裸
の
人
間
に
な

っ
た
。
身

分
と
か
、
お
金
と
か
、
男
と
か

女
と
か
、
そ
ん
な

一
阿
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
。
丸
裸
で
自
然
と

ふ
れ
あ
い
、
人
の
心
を
い
や
し

て
く
れ
る
海
の
力
を
、
ヨ
ッ
ト

を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
知

っ

て
も
ら
う
。
そ
れ
が
ぼ
く
の
役

目
だ
と
わ
か

っ
た
」
。
青
木
さ

ん
は
修
理
中
の

「
Ⅱ
」
号
を
い

つ
く
し
む
よ
う
に
、
そ
う
言

っ
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当
の
自
分
な
の
か
わ
か
ら
ず
、

自
ら
の
殻
に
閉
じ
こ
も
り
、
友

も
失

っ
た
。
京
都
の
寺
で
禅
を

続
け
、
こ
の
状
態
か
ら
抜
け
出

す
の
に
ほ
ぼ
六
年
か
か

っ
た
。

「
何
か
を
求
め
て
世
界

一
周

の
旅

へ
出
た
。
で
も
、
三
年
と

一
カ
月
半
か
け
た
世
界

一
周
で

も
、
何
も
見

つ
か
ら
な

か

っ

た
」
。
そ
れ
が
帰
国
後
の
青
木

さ
ん
を
苦
し
め
た
。
今
、

「
あ

の
世
界

一
周
で
浦
島
太
郎
が
も

ら

っ
て
き
た
玉
手
箱
の
宝
物
が

何
だ

っ
た
の
か
、
よ
う
や
く
わ

か

っ
た
」
と
言
う
。

立
ち
直

っ
た
青
木

さ
ん

は

「
青
木
ヨ
ッ
ト
」
を
設
立
。
自


